
















財務局総合職のキャリア～求めれば、成りたい自分への扉は必ず開く～
北海道財務局長

　財務省財務局に奉職し35年になりま

す。

　この間、財務局、財務省（旧大蔵省）、

金融庁（旧金融監督庁）、さらに、外

務省、独立行政法人国立印刷局といっ

た幅広い分野で様々な経験を積んできま

した。経験のない業務にキャッチアップ

するため、時には大変な苦労もありまし

た。しかし、異動を重ねる中で、多くの

方々と出会い、自分の中の「引き出し」

も増え、仕事への向き合い方も確立して

いきました。それが自身の成長につなが

ることで、世の中の課題を自ら見出し、

解決策を考え、それを実行する力となる

のです。私もこの35年間で、少しは世

の中をよくする仕事ができたのではない

かと思いますし、その力も身につけられ

たと感じています。

　以下では、私の主な経験についてお
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■ 財務局の看板の重み

　最初の配属先は東海財務局経済調査課。

東海地域の経済情勢を調査する部署です。

初めは先輩職員と企業を訪問し、ヒアリン

グ調査を行いましたが、2か月ほどで担当分

野を任され、単独でヒアリングを実施する

ようになりました。先方は企業の責任者の

方々。世間話もままならず、業界の常識も

知らない新人にも丁寧に対応いただいたこ

とを覚えています。1年目にして「大蔵省財

務局の看板」の重みを感じるとともに、自

己研鑽の必要性を強く意識しました。

■ タコ部屋

　1998年、大蔵省から金融監督業務を分

離し、金融監督庁が発足することを控え、

金融関係法令の改正に携わりました。霞が

関では法案作業などに集中するため、一定

期間「タコ部屋」と呼ばれる専用スペース

で作業することがあります。私にとって初め

ての「タコ部屋」勤務でした。ある上司か

ら「役人の三大業務は『国会、法令、予算』」

と言われたことがありますが、ここで学んだ

「法令」の基礎は、その後の役人生活の土

台となりました。

■ 予算編成

　主計局での仕事は非常に厳しいものでし

た。「理想と現実の間」で、政治や業界団

体との利害調整の過程を垣間見ることがで

きました。主査は通常の「報告・連絡・相談」

型の仕事とは異なり、相手省庁と議論を重

ね、自ら責任を持って判断することが求め

られます。この経験で、その後の仕事への

向き合い方が大きく変わりました。また、

激しく議論した相手省庁の担当者とはその

後も付き合いが続き、かけがえのない「戦友」

となっています。

■現場に寄り添う

　2011年3月11日の東日本大震災。金融

機関の3月決算を控え、直ちに非常時の会

計処理ルールを策定する必要がありました。

現地金融機関の実情把握、関係者との調

整を1週間余りで行い、ルールを策定。そ

の後、新幹線が不通の中、福島などの被

災地に何とか入り、金融機関向け説明会を

開催しました。そこには、自身も被災者で

ありながら参加する金融機関の方々。あの

光景と思いは決して忘れられません。「一番

困っている現場に寄り添う」―　役人の原

点に立ち返った瞬間でした。

■組織の長

　北海道は人口減少と高齢化が急速に進

む課題先取り地域です。そんな中、「地域

のため、国のために財務局として何をなす

べきか」－それが私に課せられた使命です。

北海道は初勤務ですが、「財務省財務局」

の看板は絶大で、地域の有力者との「扉が

どんどん開いていく」のを実感します。組

織の長として、業務高度化・改革、ワーク

ライフ・バランスにも目配りしながら、組織

のパフォーマンス向上に努め、これまで培っ

たすべてを出し切る覚悟で取り組んでいま

す。

■現場力とチームワーク

　今では神戸三宮の新名所となった新港再

開発地区や淡路島の世界平和大観音像の

国庫帰属など、2年間で多くの困難事案に

道筋をつけました。これは私一人では決し

て成し得なかったものです。部下職員と時

に激しく議論し、最善策を探りながら進め

ました。「並外れた現場力と人間力」を持

つ部下職員たちの、決して諦めない努力と

チームワークの成果です。部長として仲間

とともに地図に残した仕事、思い出はかけ

がえのない宝物です。
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伝えしますが、財務局総合職のキャリア

は一様ではありません。例えば、金融庁

で長く勤務し、金融監督のプロフェッショ

ナルになる人もいれば、私のように２年程

度のサイクルで異動を繰り返し、中央・

地方で様々な業務を経験する人もいます。

　「財政」、「金融」、「現場」―これが私

の35年間です。

　そして、「求めれば、成りたい自分への

扉は必ず開く」―それが財務局総合職の

最大の魅力です。

　国・各地域のために、皆さんと一緒に

仕事ができることを楽しみにしております。
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